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ロータリー財団月間に寄せて



　本年度はロータリー財団創立100周年の記念すべき年
であります。
　RIは2016年5月28日からのRI国際大会を最初の祝賀
行事とし、2017年6月10－14日のアトランタRI国際大会
を幕締めに、世界各国での祝賀行事(財団活動)を奨励さ
れています。
　日本の祝賀行事は、11月27日㈰東京にてロータリー
財団記念シンポジウムを開催します。ジョン・ジャームRI
会長を招き、緒方貞子元国連難民高等弁務官(1951年
国際親善奨学生) や、国際人道支援の第一線で活躍する
ロータリー財団学友のシンポジウムを実施予定です。当
日の模様は新聞社の取材が入り、後日全面広告として掲
載されます。RＩ及び、RI公共イメージの推進に大いに役立
つことでしょう。
　当地区では財団委員会、社会奉仕委員会が協議し、任
意の全クラブ参加型の社会奉仕プロジェクトが提案予定
です。詳細決定次第、ご連絡します。また、12月9、10日
の地区大会においても財団100周年の祝賀と位置づけ、
記念イベントの色彩を帯びたものといたしました。まず分
科会では国連児童基金（ユニセフ）NY本部事業局 保健
部ポリオ根絶チーム上席アドバイザーの山口郁子氏にご
講演頂きます。また、友愛の広場にてポリオ撲滅に関して
バーチャルリアリティーによる体験や、パネル展示を行い
ます。是非、ご来場をお待ちしております。
　今回はRI会長が3つの強調事項に含められた「ポリオ撲
滅」の歴史をご紹介申し上げます。
　昨年2015年はRIがポリオプラス・プログラムを開始し
て丁度30年でありました。30年前、RIがロータリー創立
80周年を機にWHO、ユニセフと共同で当プログラムを
開始しました。以後、ロータリーは累計13億ドルをポリオ
撲滅に寄附し、世界20億人の子供たちをポリオの脅威か
ら守ったのです。更にロータリーによるアボガドシー (政
策提言)運動は各国政府から100億ドルにも及ぶ寄附をも
たらしました。
　ポリオプラス計画の発端となったのが1979年のフィリ

ピンでのポリオワクチン予防接種活動の成功です。当時、
全世界のポリオ患者は約50万人。その45%がフィリピン
に集中していました。
　ジェームスL.ボーマーJr.RI会長もこの予防接種活動に
参加しました。その時のとあるエピソードはロータリーの
友10月号P3のジョン・Ｆ・ジャームRI会長メッセージをご
覧ください。ボーマー RI会長は”Let Service Light the 
Way“ －奉仕の灯で道を照らそう－ をRI会長テーマとさ
れ、我々ロータリアンを聖火ランナーとし、人間世界の闇
に光を当てようと訴えられました。折しもあと4年後には
東京オリンピックが開催され、日本のロータリー創立100
周年の記念すべき年にあたります。我々一人ひとりが聖
火ランナーとして、不遇な環境下で暮らす人々の生涯を照
らす一隅の光となるべき活動を続けて参りましょう。
　ポリオ撲滅に関しては、日本人の2人のロータリアンが
素晴らしい活動を行ったことでも有名です。東京麹町RC
の故・山田 彝(つね)会員、故・峰 英二会員の精力的な活
動と報告が、ポリオ撲滅運動提唱の原動力となり、RIのポ
リオ・プラス撲滅運動に発展したのです。日本が誇るロ
ータリアン２名についてはまた機会を改めてご紹介いたし
ます。
　今年度の年間目標として、ポリオ撲滅に1名あたり60ド
ルをお願いしています。現在、ビル&メリンダ・ゲイツ財団
から、ロータリーがGPEI（ポリオ撲滅推進活動）のために
集めた資金（年間3,500万ドルを上限）に対し、2倍額上
乗せされます。2018年までの限定となり、この期限はあ
と僅かです。60ドルのご協力が3倍となり、寄附されます。
　これまで、全世界122ヶ国の子供たちに予防接種を行
いました。現在99.9%の撲滅までこぎつけましたが残念
ながら本年8月11日、ナイ
ジェリアで３名のポリオの
発生が認められました。し
かし、撲滅まであと一歩で
す。何卒ご理解・ご協力を
お願いいたします。

松 本 進 也
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初年度に寄せられた
ご寄付

万ドル

初年度の合計寄付額

1億500
万ドル3,500

ビル＆メリンダ
ゲイツ財団からの上乗せ

万ドル7,000+



　アフリカのナイジェリアは
2014年７月を最後に野生株
によるポリオの発症を抑えた
かに見え、あと少しでアフリ
カが「ポリオフリー」を宣言
すると世界のロータリアンは
期待していました。
　ところが今年８月、３件の
症例が報告され、世界保健機
関（WHO）がこれらの症例

を確認したことを受け、ナイジェリアは再びポリオ常
在国リストに追加されました。アフガニスタンとパキ
スタンに加えて再びポリオ常在国となってしまったの
です。

　非常に残念なニュースですが、今回のポリオ発生に
迅速に対応するため、ロータリーは50万ドルの追加支
援を行ったほか、パートナー団体（GPEI=世界保健機構、
ユニセフ、米国疾病対策センター、その他ビル&メリンダ
ゲイツ財団や各国政府）と調整を図りながら周辺５カ国
でポリオの感染拡大を防ぐために大規模な予防接種キ
ャンペーンを実施するなど緊急対策を講じています。
　ナイジェリアで再び発症例が認められたとはいえ、わ
ずか４年前の2012年、世界のポリオ全症例の半数以上
が、ナイジェリアから報告されていたことを考えると、
ポリオ撲滅の難しさはさておき、同国は撲滅に向けて

大きく進展してきたことを我々は忘れてはなりません。
　ロータリーのポリオ撲滅は国際ロータリーの「特別
プログラム」です。 2017年ロータリー財団100周年を
迎えるにあたり、全てのロータリアンの財団のポリオ･
プラス基金への寄付がナイジェリアでポリオ撲滅に懸
命に取り組んでいるロータリー会員を支援していくこ
とができるということをもう一度思い出して下さい。
　財団の父 アーチ・クランフが「世界でよいことをし
よう」と基金設立を提唱してから100年。世界からポ
リオを撲滅するまで「あとすこし」です。地区財団委員
会では2016年度の地区大会初日の分科会「財団100周
年を祝おう・ポリオ撲滅」を
開催、ユニセフ ニューヨーク
本部からスピーカーを招き
「ポリオ撲滅最前線」の講演
を企画致しました。
　また友愛の広場ではバー
チャル・リアリティーを準備、
ロータリアンや御家族皆様
にヘッドセットを装着してアフリカやインドにおける
ポリオ生ワクチン接種を体験頂きます。
　今、世界で比較的若いロータリアンを中心にポリオ
への関心が低くなっていることが懸念されますが、ヨ
ーロッパ諸国では、中東からの移民の受け入れも加速
するなかでポリオや他の感
染症が脅威となってくるこ
とが予想されます。 日本に
とっても、ポリオを含む感染
症の脅威は決して無関係で
はありません。　
　2016年12月9日㈮地区
大会初日、財団部門「ポリオ
撲滅分科会」へのロータリー
会員と家族皆様の御参加を
お待ち申し上げます。
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財団の父
アーチC・クランフ

元ロータリー財団奨学生
緒方貞子様

写真はイメージ

宮 里 唯 子ロータリー財団委員会  委員長

（茨木西RC）

ロータリー財団月間によせて
ロータリー財団100周年を祝おう 『ポリオ撲滅』



　皆さん、11月に｢世界インターアクト週間」があるこ
とをご存知でしょうか？そもそも｢インターアクトっ
て何？」と思われる方もたくさんいらっしゃるのでは
ないでしょうか？
　インターアクトとは12歳から18歳までの青少年の
ための奉仕クラブです。１ロータリークラブが１校を
提唱して共に奉仕プロジェクトを計画・実行していま
す。世界で最初のインターアクトクラブは、今から54
年前の1962年11月５日、インターアクトプログラム
により米国フロリダ州のメルボルン高校にて結成され
ました。その創立記念日を祝い、11月に「世界インタ
ーアクト週間」が制定されることとなりました。今日
では世界の150カ国以上・地域に18400ものクラブが
あり、青少年の会員数は40万人にも上ります。当地区
では８校のインターアクトクラブと８つの提唱ＲＣが
活動しています。
　インターアクトクラブでは、各校においては、地域へ
の奉仕として清掃活動、募金活動などのボランティア
を行っています。顧問の先生方のご指導の下、自分た
ちで考え、行動し、奉仕活動をすることにより、生徒た
ちはより良い経験をふまえて充実した学生生活を送っ
ているようです。また、インターアクトの活動にロー
タリアンが参加したり、またその逆の場合もあります。
　地区の活動としては、主に①海外研修, ②年次大会 
③活動報告書 ④新入生歓迎会などが挙げられます。時
には、RAC・ROTEXとも交流し世代を超えた活動もし
ています。

①海外研修は、今年度はフィリピンのセブに８月２日
より３泊４日で行ってまいりました。現地の同世代の
インターアクターと歌やダンスをした後に折り紙交流
をしました。インターアクターが各校で集めた不要な
文房具を、現地の小学校に赴いて直接子どもたちに手
渡すことによって、子どもたちから最高に輝く笑顔を
もらい、ボランティアの成果を直接肌で感じることが

出来たと思います。またフィリピンの貧しさを目の当
たりにし、いかに自分たちが恵まれているかを実感し
たのではないでしょうか。また今年は香港のインター
アクターたちを当地区で受け入れ、熊本震災募金活動
を含めた国際交流をいたしました。

②年次大会（平成２８年１１月１３日　於大阪桐蔭）④新入
生歓迎会（来年６月予定）はインターアクターたちが一同
に集まり、他校のインターアクターたちと交流をすること
で、協力することやリーダシップを養成することなどを学
べる機会を作っています。

③活動報告書は機関紙『SCRUM』を通し活動の記録を
作成発行しています。

　インターアクト（青少年）の活動は、生徒たちの成長や
笑顔に触れることによって、ロータリアンも喜びを感じるこ
とのできる素晴らしいものだと考えております。これから
もインターアクトクラブの輪が広がり、益々発展できるよ
う、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

小 池 　 貢
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世界インターアクト週間にあたって



日時　2016年9月3日㈯ 14:00～16:00　
会場　大阪科学技術センター ８階中ホール／４階会議室
出席者　松本進也ガバナー、若林紀男パストガバナー、
高島凱夫パストガバナー、片山 勉カバナーエレクト、山本
博史ガバナーノミニー、ガバナー補佐・補佐エレクト、研
修委員、各クラブ米山奨学委員長、カウンセラー、幹事、
地区米山奨学委員会

　本年度は、委員長・カウンセラーに幹事を加えた研修と
して開催され、地区役員のほか各クラブから計１７０名あま
りが参加しました。はじめに松本ガバナーから当地区に
おける米山奨学事業の実績、ソウルで国際大会初の分科
会を持ったこと、米山学友がロータリー学友の一員となっ
たこと等が紹介され、会員一人あたり３万円の寄付目標
が示されました。そして「何事も人々にしてほしいと望む
ことは、人々にもその通りにせよ」と梅吉翁の言葉で挨拶
は締めくくられました。続いて米山記念奨学会副理事長・
若林パストガバナーのご挨拶では、「米山学友会は国内に
３０カ所以上、海外は７ヶ国に広がっている」と米山奨学事
業が世界に広がっているとの紹介がありました。その後、
当委員会・田中副委員長から本研修会の趣旨説明があ
り、クラブ米山委員長・幹事部門とカウンセラー部門に
別れて分科会に移りました。
　委員長・幹事部門の分科会では、古城委員長から「米
山奨学事業の現状と課題 －ロータリアンへの期待－」と
題して基調講演が行われ「日本のロータリー運動と米山
奨学事業」「元奨学生達のその後の活躍」「事業の原動力
としての寄付」「寄付と地区への奨学生配置数」「奨学生
の選考基準とクラブ配置手順」「松本ガバナーの活動・
運営方針」などが明確に語られました。奨学生の配置
ついては、従来の「寄付総額」「個人平均寄付額」に加え
「特別寄付者割合」が基準となることを各クラブにご理解
戴きたい旨が伝えられました。
　カウンセラー部門では５グループに別れてバズセッショ
ンが行われました。テーマは「クラブからの要望」「奨学生

にしてあげたいこと」「指導教官との連絡・交流について」。
各テーマとも活発な議論が行われ、各グループからそれ
ぞれ報告されました。
　分科会の後、再び８階中ホールに集まり、片山カバナー
エレクトから「米山奨学事業は全国化して６０年の歴史を
持つ。私がガバナーになる年度には現在より４０名多い
780名を迎える予定。さらなる活性化をお願いする」と。
また高島パストガバナーからは「カウンセラーだけのディ
スカッションは初めての試み、議論は大変活発だった。今
年度は６ヶ月を経過したが残る半年も何卒宜しくお願いす
る」との講評があった。最後に古城委員長から「米山奨
学事業がＲＩから認知され、世界に広がることを誇りに思い
有り難く思う。受入れを希望するクラブには極力配置し
たいが、そのためにまず何より寄付を積み上げて戴くこと
が必要。この事業が奨学生の人生にとって価値あるのは
もちろん、ロータリアンにも深く印象に残る事業としてい
きたい」との閉会の辞によって研修会が締められました。
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生 駒 伸 夫米山奨学委員会  委員

（大阪RC）

米山奨学生カウンセラー研修会
クラブ米山奨学委員長・幹事・



第1回合同勉強会
日時　平成28年8月20日㈯ 14:00～16:00　
会場　大阪科学技術センター401号室
参加者：松本G、高島PDG、水島AG、田中AG、浜田代
表幹事、地区幹事 1名、地区研修委員3名、クラブ職業奉
仕委員長30名、地区職業奉仕委員10名　合計51名

第2回合同勉強会
日時　平成28年9月17日(土)　10:00～ 12:00
会場　大阪科学技術センター401号室
参加者　松本G、大谷PDG、岡部PDG、熊澤AG、林AG、
浜田代表幹事、地区研修委員2名、クラブ職業奉仕委員
長29名、地区職業奉仕委員OB14名　合計51名

　当委員会の本年度最初の事業として地区内全てのクラ
ブ職業奉仕委員長を対象にした勉強会を2日間に分けて
実施いたしました。
　「ロータリーの職業奉仕」と題したPPのプレゼンではサ
ービスの留意点やロータリーの２大標語、職業奉仕の重
要性を説いた「ロータリーの樹」、社会奉仕との違い、規定

審議会での変更点、職業奉仕の要点などの説明を行いま
した。その後、グループ毎（８名前後）にテーマを決めて
バズセッションを行って頂き、それぞれのグループの代表
者より発表して頂きました。バズセッションの発表では、
たくさんの方々から多くの意見や考え方が披露されました
が、職業奉仕について真剣に会員同士が考え、議論する
という時間を持つことが大切であることをあらためて実感
いたしました。
　この勉強会の目的は、クラブ委員長の皆さんに職業奉
仕の重要性を確認して頂き、自己の研讃とクラブや地域
社会における職業奉仕活動をより活動的にして頂くため
のものです。本年度のガバナー基本方針である’The 
Ideal of Service’の基本理念の周知と実践のためには、
職業奉仕は欠かせない要素であり、これを再度認識して
頂く機会になったと考えております。
　勉強会の開催にあたり、松本ガバナーをはじめ、大谷
PDG、岡部PDG、高島PDG他、ガバナー補佐の皆様、浜
田地区代表幹事、地区研修委員、関係者の皆様には大変
ご多忙な中、ご出席ご指導頂けましたことは非常に有難く、
深謝申し上げますとともに厚く御礼申し上げます。
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職業奉仕委員長・地区委員合同勉強会 報告

只 井 恒 満職業奉仕委員会  委員長

（大阪西RC）



2016－17年度 第2660地区 社会奉仕活動基本方針
　2016年9月17日、第1回社会奉仕委員長会議が開催
されました。ご存じの通り、今年度、ジョン・F・ジャーム会
長が提唱されたRIのテーマは「Rotary Serving Humanity
（人類に奉仕するロータリー）」です。これを受けて、松本
ガバナーは2660地区の方針を「The Ideal of service
（ロータリーの根幹精神）」と定められました。人は社会か
らその恩恵を受け取ると同時に、還元してゆく責務があ
る。この自覚の上に立って、社会に向けて具体的な行動
を行う事、これをサービスと言う。この基本理念をしっか
り認識して、社会奉仕活動を実践していこうと、呼びかけ
られています。
　我々ロータリアンは、今年度、この理念にそって、各クラ
ブでそれぞれオリジナルな社会奉仕活動を実践していく
事となります。そして、地区の社会奉仕委員会としては、
各クラブの社会奉仕活動がより有意義なものになるよう
に、しっかりサポートしていきたいと思っています。
ロータリー財団の補助金制度について
　まずはじめは、ロータリー財団、資金管理小委員会 塩
野秀作委員長に「ロータリー財団の補助金制度について」
という題でセミナーをして頂きました。地区補助金につい
ては、毎年コンスタントに申請して頂けるクラブもあるの
ですが、一度も申請をしていないクラブもあります。同じ
ように財団に寄付をしながらこんなデコボコがあるという
のも、補助金への認知度が低いのが原因なのではなかろ
うかと、宮里財団委員長からご指摘を受けました。それで
はという事で、早速お願いしてセミナーをして頂くことに
なりました。今回のセミナーを機会に、新しいクラブから
の地区補助金の申請があればと期待しています。
大阪府における薬物乱用防止の現状について
　２番目は、大阪府健康医療部薬務課 麻薬毒劇物グル
ープの栗原陽子主査にご講演を頂きました。飛鳥に始ま
り清原、高知東生など芸能人による覚醒剤の使用が新聞
紙上を賑わしていますが、大阪におきましても思った以上
に若者や子供たちに危険ドラッグの恐怖が近づいてきて
います。そのあたりの事情を詳しくお聞かせ頂きました。
献血の現状について
　３番目は、大阪府赤十字血液センター 献血推進一部 
安原武志副部長にご講演を頂きました。各クラブの皆様
には月信などでご存知だと思いますが、2660地区ロータ

ーアクトを中心に、我々地区の社会奉仕委員会を含め、ロ
ータリーファミリーが一丸となって、年2回、献血の呼びか
け活動をしています。第1回目は7月23日に開催されまし
た。第二回目は2月26日に開催する予定になっています。
地区社会奉仕委員会　望田副委員長の報告でもわかる
ように、若者が若者に呼びかけるというスタイルの活動
は、思った以上の効果があります。是非、各クラブでもご
協力頂ければ幸いに存じます。

　最後になりましたが、当日、開会のご挨拶を頂きました
松本ガバナーを始め、講評と閉会のご挨拶を頂きました
山本ガバナーノミニー、宮里ロータリー財団委員長には、
多大なるご協力を頂戴しました。また、ご多忙中にも関わ
らず参集くださいましたガバナー補佐の皆様、研修委員
の皆様、各クラブの社会奉仕委員長に、心から御礼を申
し上げるとともに、このセミナーが各クラブの社会奉仕活
動に有益な成果をもたらしますことを祈念し、報告とさせ
て頂きます。
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第１回 社会奉仕委員長会議 報告

小 林 知 義社会奉仕委員会  委員長

（大阪ユニバーサルシティRC）



　８月25日から27日の３日間にわたり青少年交換プ
ログラムの来日学生のオリエンテーション、ホストフ
ァミリー対面式、歓迎会、そして帰国学生の報告会を開
催しました。
　昨年度より地区として最低限のルール等を伝え、そ
の後ホストクラブ・ファミリーと食事をともにした後
に来日学生の引き渡しを行う中で、同会場にて帰国学
生の帰国報告会を併せ行い、より多くの方にこのプロ
グラムを知っていただくようにしました。
　来日学生として最低限の知識としての日本のルー
ル・作法、親善大使としてのルール・心構えを伝える
オリエンテーションの一コマにおいて、本年は箸の使
い方を学ぶために阿倍野『大松寿司』に小会席を用意し
ていただき、三好委員が担当し食事の作法、箸の使い方
を２時間かけ教えた後に『阿倍野ハルカス・Ｑｓモー
ル』を見学し、各自で地下鉄の切符を購入し、西田辺の
銭湯『いりふね温泉』で入浴し長居ユースホステルに戻
りました。
　会場に缶詰での座講が続き全員疲れが見えていまし
たが、このときは全員はしゃぎまわっていました。
　３日目最終の講座で、西邨委員長から日本での来日
学生としてのルールが守れるかの確認が行われオリエ
ンテーションは無事終了し、帰国報告会の開催となり
ました。
　前年度は６名の派遣を行い、全員が素晴らしい成長
を遂げ無事帰国しました。
　派遣前のオリエンテーションでは３～５分の発表で
も青息吐息でしたが、全員持ち時間の15分では足らず

オーバーする者が続出し、最後は時計とにらめっこで
したが無事終了。
　青少年交換が提供する未知のものに触れ、見て、聞
き、体験する事が、彼・彼女らの人生においてかけがえ
のないものになっていくことを確信するとともに、こ
のプログラムの素晴らしさを再確認することができま
した。また彼・彼女らの“やばい”の使い方が理解でき
たようにも思いました。
　来日学生はこの後、松本ガバナーより別室にて歓迎
の言葉をいただいた後ホストファミリーとの対面式と
ランチパーティーに参加し、和気あいあいと写真を撮
りながらの食事の後、大きな荷物を持ち各ホストファ
ミリー宅へむかいました。
　本年は来日学生間での差が生じないように入国日を
８月25日に統一指定しました、その結果全員が同日に
入国できスムーズに事が進んだ２泊３日のプログラム
でした。
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片 渕 正 一青少年交換委員会  副委員長

（大阪天王寺RC）

帰国学生報告会を終えて
来日学生歓迎会・オリエンテーション、



　今年度（※）当地区の５人目のグローバル奨学生となら
れた大森千尋さんの渡航前オリエンテーションと壮行会
の御報告を申し上げます。 ※15-16年度選考・16-17年度派遣
　グローバル奨学生は、６重点分野で活躍する未来の
リーダーを育成するための補助金制度で、大学院レベ
ルの学業または研究活動に授与します。人道奉仕活動
と同様、派遣国（援助国）と受入国（実施国）のロータリ
ークラブや地区が共同提唱する必要があり、財団によ
る承認を受けて正式に奨学生となった場合には、出発
前のオリエンテーションに出席することが義務付けら
れています。
　当地区では、申請書の受付や選考は地区財団委員会
が行いますが、申請段階から地区内クラブに世話クラ
ブ（代表提唱クラブ）を御願いし、派遣期間終了後に奨
学生が帰国した後も世話クラブとして例会やロータリ
ーの行事に招待し親交を深めたり、クラブの奉仕活動
の良きパートナーとなってもらったり、さらにクラブ
会員として勧誘頂くことを推奨しています。
　大森千尋さんは、神戸大学大学院国際協力研究科に
在学中、ボランティアとしてアフリカで母子の健康など人
道支援に関わった経験から、大阪市立大学医学部看護
学科に進み、派遣直前まで国際協力機構（JICA）アフリ
カ部で勤務されていました。ロータリー財団の奨学金
で約1年間英国のロンドン大学衛生熱帯医学大学院で
医療政策計画財政修士課程で学んだ後、将来は国際機
関において技術協力専門家として途上国の母子保健を
中心とする保健プロジェクトに従事することを目指し
ています。ロータリーが提唱する６重点分野「母子の
健康」で未来のリーダーとなる素晴らしい人材であり、
代表提唱は当地区の大阪南ロータリークラブと英国
1130地区パディントンRCにお引き受け頂きました。
　渡航前オリエンテーションは、松本DGはじめ小倉会
長（大阪南RC）、片山DGE、山本DGNにご出席賜り、財
団委員により2016年9月15日ガバナー事務所にて実
施、グローバル奨学生としての責務、報告要件、渡航中

の留意点等説明後、大森千尋さんには渡航後に現地受
入れクラブにて行う予定の自己紹介を含むプレゼンテ
ーションを英語でご披露頂きました。
　オリエンテーション終了後には会場を移し、壮行会
も実施致しました。オリエンテーションと壮行会を通
して地区役員皆様からは、大森さんに対して「第2660
地区のロータリアンが応援していることを忘れず頑張
って来て下さい」と暖かい励ましのお声がけもあり、翌
日出発を控えた大森さんから感謝を込めたお別れの御
挨拶を頂きました。
　地区内会員皆様と共に、第2660地区グローバル奨学
生の大森千尋さんの英国での御活躍を祈念申し上げ、
御報告とさせて頂きますと共に、地区内クラブの皆様
におかれましては今後もグローバル奨学生候補者の御
推薦を御願い申し上げます。
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宮 里 唯 子ロータリー財団委員会  委員長

（茨木西RC）

グローバル奨学生渡航前オリエンテーション 報告



１. 概要
　2016年５月にTeam RYLA 八木リーダー（当時）を中
心とするメンバーで震災直後の熊本に復興ボランティア
に行き、完全復興までは中長期的な応援が必要であると
感じました。
　そこで今回、2016年８月12日～８月15日にかけて、熊
本にて再び災害復興ボランティアを行いました。参加者
はロータリアン３名、Team RYLA ４名、ローターアクター 
６名の計13人でした。今回は作業内容や宿の手配を、大
阪西南ロータリークラブを通じて熊本東ロータリークラブ
に依頼することができました。ボランティア活動として仮
設住宅に花を寄贈し、被災者と直接触れ合うことができま
した。また熊本東ロータリークラブ前幹事の榎様の御好
意で熊本城を含む市内被災地査察の同行・案内をしてい
ただきました。
２. ボランティア内容
　今回ボランティア受け入れを行っている社会福祉協議
会がお盆に休暇を取っていたことや、我々が手伝うことで
助成金がもらえなくなるといった話もあり、どういう作業
をするかで悩みました。しかし熊本東ロータリークラブの
御尽力により、プランターに日日草を植えて仮設住宅に住
まわれている被災者の皆様に配るというボランティアを行
うことができました。

３. 市内査察
　熊本東ロータリークラブより「特に被災の激しい熊本城
を含む市内の様子を伝えてほしい」という要請があり、市
内の査察を行いました。前回、震災直後のゴールデンウィ
ークに来た時とほとんど変わっておりませんでしたが、一
本足の石垣で知られる上田櫓の本格的な改修が始まって
いたことと、震災直後は立ち入りを制限されていた加藤神
社に行けるようになっていたことに、復興の軌跡を感じま
した。

　市街地でも特に被害の多かった水前寺地区の査察を行
い、いまだに市街地にも震災の爪痕が残っているのを確
認しました。水が無くなったと聞いていた水前寺公園は
市民の活躍もあり、震災前の姿を取り戻しておりました。
今回の査察を通じて、お城（熊本城）お庭（水前寺公園）細
川家や清正公といった存在が熊本の人達にとっていかに
大きい存在か、そしてそれが震災によって大きな被害を受
け、いかに悲しんでいるかということが伝わってきました。

４. 組織間の交流
　今回のボランティアを通じて、普段交流の少ない青少
年関連委員会の間で連携をとれないかと考え、Team 
RYLAとRACの合同でボランティアを行いました。また、
近隣の2640地区、2650地区、2680地区のRACにも参
加を打診しましたが、急な要請でしたので参加にまで至り
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田中康太郎Team RYLA

（大阪天王寺RC）

瓦 谷 　 勝青少年活動委員会  委員長

（大阪西南RC）

熊本災害復興ボランティア 報告



ませんでした。
　熊本においては、熊本東ロータリークラブに組織を挙げ
て歓待していただき、懇談会にはお盆の最中にもかかわら
ず１３名のロータリアンにご参加頂き、非常に有意義な意
見交換をさせて頂きました。熊本のRACにつきましても、
当地区の大角代表、白川前代表に協力頂き２７７０地区の
前代表と代表を紹介してもらい、その縁で地区広報と熊
本グループリーダーの２名が懇談会に参加し、RAC同士
で情報交換を行う事ができ、今後も交流を継続していこ
うと思います。

５. 謝辞
　お盆と言う非常に忙しい時期にもかかわらず、現地で
のすべての面倒を見て頂きました熊本東ロータリークラブ 
会長 古賀謙二様、前会長 野上武様、前幹事 榎主税様、
並びに熊本東ロータリークラブの皆様、我々に同行して
下さり共に汗を流していただきました、パストガバナー 泉 
博朗様（大阪帝塚山）、地区青少年活動委員会 委員長 
瓦谷勝様（大阪西南）、君岡真兵様（大阪西南）、今回の
ボランティア活動を通じ、大変お世話になりました当地区
各クラブ並びに多数のロータリアンに感謝と御礼を申し
上げます。

GOVERNOR’S MONTHLY LETTER
ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2660

10

2016－2017   　月号　11



GOVERNOR’S MONTHLY LETTER
ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2660

11

2016－2017   　月号　11



支援し
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　昨年発生した鬼怒川水害に対しましては、地区内各クラブの皆様に義援金などのご支援をいただき、ありがとうご
ざいました。当地区では各クラブからお寄せいただいた義援金をとりまとめ、現地のRI第2820地区へ送金させてい
ただきました。
　この度、第2820地区の倉沢修市・直前ガバナーより義援金の報告書が届きました。下記の通り、抜粋してご紹介
します。
　なお倉沢直前ガバナーからは「この災害に対しまして、皆様から多大なるご支援、ご協力を賜りましたことに対し、
衷心より御礼申し上げます」とのお礼の言葉をいただいております。
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鬼怒川水害 義援金のお礼と報告

鬼怒川水害 義援金 決算書より（抜粋）
金額（円）

主な支援先
第2660地区

〃
〃
〃

小　　計
合　　計

平成27年　　
  9月 18日
10月 27日
11月 11日
11月 13日

356件

2,000,000円
2,058,763円
148,000円
20,000円

4,226,763円
47,451,640円

常総市
茨城県
水海道ＲＣ
下妻ＲＣ

29,247,428円
10,000,000円
6,600,000円
600,000円

泉 　 博 朗2015－16年度 災害支援委員会  委員長

（大阪帝塚山RC）

松 本 進 也国際ロータリー 第2660地区 ガバナー

（大阪北RC）



2016年11月号 
発行：Zones 1 & 2 & 3 
ロータリーコーディネーター 
ロータリー公共イメージコーデネーター 
今月号の担当 Zone 3 RPIC 
 

■   クラブ数     会員数 

Zone 1  830    28,648 
Zone 2  651    28,100 
Zone 3  793    32,856 

合計   2,274       89,604 

（2016年10月6日現在 のClub Central 

のデーターです）  

               

■ BOX登録件数 

Zone 1          53 件           
Zone 2           27 件            
Zone 3           79 件 

8月19日現在  合計 159 件 

 

■  ロ－タリ－の公共イメ－ジ向上活動と実践方法 

 コ－ディネ－タ－NEWS１０月号で第一ゾ－ンRPIC渡辺敏彦様が各
地区ガバナ－や地区とクラブの担当委員長が公共イメ－ジ向上活動
に取組むべき方針とその活動分野について詳しく述べられました。各
クラブや地区が取組んでいる各分野の意義あるロータリ－活動を対外
的に適切に広報し、ロータリーのブランド価値を高めて行くことが現代
社会では求められております。しかしながら陰徳を尊ぶ日本ロ－タリア
ンの公共イメ－ジ向上への積極的な意識と対応はまだ低いと言わざ
るを得ません。ロ－タリ－のブランド価値を各クラブや地区が高める努
力を続けることによって、最終的には各クラブの会員基盤の強化と
ロータリ－の発展に繋がることを理解しましょう。  

■  今月号ではTRF１００周年記念プロジェクトの一環として
実施された２件の写真をご紹介致します。 

 その１件は広島東RCが実施されました広島市内の路面電車に搭載
されました「END POLIO NOW」の動く広告です。本プロジェクトは広
島市民はもとより、国内や海外各国から広島を訪れている観光客が大
幅に増えている中でロ－タリ－のイメ－ジ向上に大きな力になりました。
広告電車運航開始日の模様が中国地方の有力紙である中国新聞に
写真入りで紹介されました。 

 もう１件の写真は大阪中之島RCがベトナムのダナンの市民病院へ
派遣しているVTT医療チ－ム派遣プロジェクトです。本件は友１０月
号でも紹介されましたが、日本の最先端のハイテク医療技術がベトナ
ムのダナン病院へ伝授されることになり、現地の医療関係者や受益者
から高く評価されております。ベトナムにはロ－タリ－クラブがまだ存
在しておりませんが、この様なロ－タリ－の意義あるプロジェクトが地
元で広く報道されておりますので近い将来ロータリ－クラブの誕生に
繋がることが期待されております。 

 

 

 

Zones 1 & 2 & 3 

ベトナムのダナンの市民病院へ派遣している
VTT医療チ－ム派遣プロジェクトです。 

■  各クラブや地区では国内
や海外に於いて数多くの素晴
らしい奉仕活動を展開頂いて
おりますが、そのことを広く一
般社会へお伝えする努力がな
かなか伴っていないことが、日
本のロ－タリ－の課題の一つ
です。ロータリ－について最も
よく知り、私達の活動を最もよく
伝えることが出来るのはロータ
リアン一人一人です。皆様の
ご理解ご尽力を宜しくお願い
申し上げます。 

（Zone 3 RPIC 横山守雄） 

 

このイラストは広島市内の路面電車に搭載さ
れた「END POLIO NOW」の動く広告です。 
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　10月号に引き続き地区大会のご案内をいたします。今
回の地区大会では、国際ロータリーのテーマ「人類に奉仕
するロータリー」と松本進也ガバナーの方針「The Ideal 
of service」に基づき有意義で感動的な地区大会になる
べくプログラムを作成いたしました。
　まず、1日目（12月9日）の開会式では、オープニングに
祝能「翁」をご覧いただきます。出演は大阪北ロータリー
クラブ会員の大槻文蔵さんで今般、人間国宝に認定され
ました。開会式の後は次の３部門で分科会を開催します。
まず、会長幹事・一般部門分科会では「嫌われる勇気」の
著書で有名なアドラー心理学の岸見一郎さんに「『嫌われ
る勇気』そして『幸せになる勇気』」をご講演いただきます。
講演の後、質疑の時間を充分取っていただける予定です。
　次にロータリー財団・一般部門分科会では財団100周
年を記念してユニセフニューヨーク本部上席アドバイザー
の山口郁子さんにポリオ撲滅活動についてご講演頂いた
後、地区役員とシンポジウムを行います。三つめの会員・
家族分科会では東日本大震災で被災した浪江町出身で、
現在当地区と被災地のロータリーの支援によりオーストリ
ア国立音楽大学ピアノ科に留学中の吉田昂城君のピアノ
コンサートと留学支援に尽力された高槻西RCの近藤眞道
会員の講演を行います。ポリオ撲滅活動については友愛

の広場でパネル展示に加えバーチャルリアルティによるプ
レゼンテーションを実施しますので是非ご覧ください。
　国際ロータリー会長代理には台北北RCの張吉雄PGが
指名されました。歓迎晩餐会は18時からリーガロイヤル
ホテル光琳の間で開宴します。開宴までは呈茶・ワイン・
コーヒー等のドリンクをご賞味ください。食事の後は香川
県産の石サヌカイトを楽器として小松玲子さんが演奏する
サヌカイトコンサートをお楽しみいただきます。
　大会２日目（12月10日）はオープニングに片岡リサさ
んの箏と小林鈴純さんの尺八の歓迎演奏を行います。本
会議の諸行事の後はテレビのコメンテーターでおなじみ
の毎日新聞社特別編集委員岸井成格さんによる基調講
演「日露首脳会談と政局の行方」を行います。北方領土
返還の機運が高まる中、12月15日にはプーチン大統領
が来日し、山口で安倍首相と会談という又とないタイミン
グと思われます。
　昨年末より実行委員会では精力的に準備を進めてまい
りました。プログラムについてはほぼ纏まり詳細調整の
段階です。今回の地区大会が有意義で印象的なものとな
りますようにホストクラブの大阪北クラブ一丸となってお
世話をさせて頂きますので宜しくお願い致します。
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地区大会のご案内

鴻 池 一 季地区大会  大会委員長

（大阪北RC）

2016年12月9日［金］
場所 / 大阪国際会議場

場所 / リーガロイヤルホテル

13:30～

14:00～

15:20～

祝能

開会式

分科会/家族の集い

18:00～ 開宴 光琳の間

第1日

RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

2016年12月10日［土］

場所 / 大阪国際会議場

第2日

13:00～

13:30～

15：50（予定）

歓迎演奏

本会議

特別基調講演

5階メインホール

5階メインホール

5階メインホール

5階メインホール

5階メインホール

10階会議室

地区大会
2016-2017年度 国際ロータリー 第2660地区
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「ロータリーの友」誌 11月号推奨記事のご紹介

2016－2017   　月号11

一 瓢 秀 次ロータリーの友 地区委員

（大阪北RC）

【横組書記事より】
　P.3　  RI会長メッセージ「アーチC.クランフの革新」
　P.12　日本のポリオ　発症から撲滅へ、そして今後の課題
　P.20　ロータリー財団100周年を祝う 
　　　　　アメリカからのVTT来訪　千里RC VTT委員長  萬年成泰
　P.24－25　“よねやま”から広がる新しい世界　出逢いは感動の始まり　大阪東RC  井上雅晴
　P.26－27　熊本地震　心は共に
　　　　　　　・太鼓の音色を届ける（豊中南RC）
　　　　　　　・心のケアが大切（東大阪中央RC）
　　　　　　　・大阪と熊本のクラブが協同で被災地ボランティア活動（熊本東RC・第2660地区）
　P.30　「ロータリーの友の」ウェブサイトをご活用下さい

【縦組書記事より】
　P.4  　オープン・マインドを現代に活かす　小泉八雲から考える
 ・小泉八雲(1850-1904）の玄孫が松江にいて、小泉八雲記念館館長として活躍されている
 ・古事記が1882年、英国人によって英訳されている
 ・八雲は、その英訳を読んで、日本に行くことを決意する
 ・東大と早稲田で教鞭をとっていた八雲は、日本の教育について危惧している3つの点を講演中に
　　　　 以下のように語った
 　「記憶力偏重で、もっと想像力を育まなければいけない」
 　「日本の親は学校の先生に甘え過ぎ」
 　「極端な詰め込み式の勉強をさせすぎる学校や家庭があるのが気になる」
 ・戦前の教科書に出てくる八雲の作品の「稲むらの火」は、1854年の安政南海地震の以下のエピソードがもと
 　「紀伊国の庄屋が津波を予知して、機転を利かせて、刈入れたばかりの稲の束に火を放って、危険を知らせ、
　　　　　住民を高台に非難させた」
　P.13　ホーム例会1000回皆勤達成に寄せて
　P.19　消化器疾患でない腹痛症について
　P.20－21　ロータリー柳壇　大阪北RC 三宅　侃、 大阪西RC 鴨谷瑠美子、 大阪東淀ちゃやまちRC 小坂克彦
　P.25　薬物乱用防止キャンペーン　高槻RC

貴クラブの活動のヒントに成ると思います。ぜひご覧ください。
また、貴クラブの活動の様子を「ロータリーの友」へご投稿お願いいたします。
今年度１年間毎月発信してまいります。よろしくお願いいたします。
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米山奨学委員会／ロータリー財団

■地区米山奨学委員会より

2016年 ８月末 全国寄付金合計額
第2660地区寄付金合計額

（前年度比1,070万円減）
（前年度比18.9％増）

305,636,189円
16,765,500円

全国寄付合計トップ10 21,607,500円
20,151,881円
19,439,660円
16,765,500円
14,487,000円

第2770地区
第2750地区
第2650地区
第2660地区
第2760地区

1.
2.
3.
4.
5.

14,129,500円
13,944,550円
11,790,950円
11,578,250円
11,347,750円

第2590地区
第2580地区
第2710地区
第2610地区
第2700地区

6.
7.
8.
9.
10.

■米山功労者　次の方たちに米山功労者の称号が贈られました（2016年８月）。
回数 クラブ名
1回目
2回目
2回目
10回目
5回目
10回目
2回目
1回目
1回目
1回目
1回目
1回目

氏　名
片岡　重裕
生尾　雅美
村上　泰啓
髙林　辰行
平林　武昭
片山　　勉
藤田　弘道
髙田　富士夫
小松　範行
北村　美樹浩
前田　勇治
木本　利宗

氏　名
藤井　眞澄
入江　義雄
荒木　貴史
青山　総一郎
米谷　龍二
岩田　宙造
藤田　保男
友藤　昭弘
須﨑　洋一
矢口　正登
藤原　安雄

新大阪ＲＣ
新大阪ＲＣ
大阪城南ＲＣ
大阪西北ＲＣ
大阪西北ＲＣ
大阪東ＲＣ
大阪東ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ

■米山功労クラブ　次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました（2016年８月）。
回数
44回目
91回目
93回目

クラブ名
大阪城南ＲＣ
大阪東ＲＣ
大阪南ＲＣ

回数 クラブ名
2回目
2回目
2回目
2回目
2回目
6回目
1回目
4回目
9回目
1回目
4回目

大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪梅田東ＲＣ
大阪平野ＲＣ
東大阪東ＲＣ
豊中ＲＣ
豊中千里ＲＣ
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■マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　次の方たちはマルチプル・ポール・ハリス・フェローです（2016年８月）。
回数 クラブ名
6回目
5回目
5回目
1回目
1回目
1回目
2回目
2回目
1回目
1回目
1回目
1回目
2回目
2回目
2回目
3回目

氏　名
簡　　仁一
塩野　秀作
近藤　治郎
柳川　重昌
今村　聖三
吉内　忠春
佐藤　直博
山本　富造
藤井　眞澄
暮松　　毅
松林　　寛
中島　成和
松　　順造
友澤　美明
米田　幹郎
奥村　安正

氏　名
上田　　豊
山本　博史
伊藤　定夫
石田由美子
冨　　道雄
森　　光雄
村角　末義
山村　安徳
藤本　良男
北川　忠嗣
広田　　甫
川口　淳三
井上　家昌
須﨑　洋一
森本　　光

茨木ＲＣ
大阪ＲＣ
大阪西北ＲＣ
大阪東ＲＣ

大阪フレンドＲＣ
大阪フレンドＲＣ
大阪フレンドＲＣ
大阪フレンドＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ

■ポール・ハリス・フェロー　次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈られました（2016年８月）。
氏　名

藤田　保男
浦野　修明
井戸本泰次
栗山　大作
深江　慎介
橋本栄次郎
小西　亮介
関　　洋輔
鈴木　友晴

クラブ名
大阪梅田東ＲＣ
大阪西北ＲＣ
大阪中之島ＲＣ
大阪東ＲＣ

大阪フレンドＲＣ
大阪フレンドＲＣ
大阪フレンドＲＣ
大阪フレンドＲＣ
大阪フレンドＲＣ

氏　名
前田　勇治
中尾　量保
小椋　隆史
小松　範行
西村　　孝
髙田富士夫
阪口　　太
松本　　正
横山洋一郎

クラブ名
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ 

大阪リバーサイドＲＣ
新大阪ＲＣ
 新大阪ＲＣ

■ベネファクター　次の方たちにベネファクターの称号が贈られました（2016年８月）。
氏　名

西村　貞一
表　　康之
松村　康司

クラブ名
大阪東ＲＣ
東大阪東ＲＣ
八尾ＲＣ

回数 クラブ名
3回目
3回目
2回目
3回目
4回目
2回目
1回目
1回目
2回目
3回目
5回目
5回目
6回目
7回目
2回目

大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ

大阪リバーサイドＲＣ
大阪リバーサイドＲＣ
大阪リバーサイドＲＣ

交野ＲＣ
新大阪ＲＣ
東大阪東ＲＣ
東大阪東ＲＣ
東大阪東ＲＣ
東大阪東ＲＣ
東大阪東ＲＣ
東大阪東ＲＣ
東大阪東ＲＣ
箕面千里中央ＲＣ
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大阪中央
大阪堂島
大阪北
大阪北梅田
大阪西
大阪大淀
大阪リバーサイド
大阪西北
大阪そねざき
大阪梅田
大阪梅田東
大阪ユニバーサルシティ
　　　小計
大阪
大阪東
大阪東淀ちゃやまち
大阪城東
大阪中之島
大阪大手前
大阪城北
大阪天満橋
大阪鶴見
大阪淀川
新大阪
　　　小計
大阪フレンド
大阪御堂筋本町
大阪南
大阪難波
大阪なにわ
大阪西南
大阪船場
大阪心斎橋
大阪うつぼ
　　　小計
大阪平野
大阪イブニング
大阪城南
大阪咲洲
大阪天王寺
大阪帝塚山
大阪東南
大阪アーバン
大阪みおつくし
　　　小計

4
3
4
3
3
4
4
3
4
3
4
4

4
4
3
5
4
5
4
4
3
4
4

3
4
4
4
4
4
3
4
4

4
4
4
4
4
4
3
4
3

6
1
1
0
0
4
0
0
-1
3
1
1
16
11
2
-1
-1
0
-1
0
3
0
1
1
15
0
-1
9
0
-1
3
2
0
0
12
2
0
1
0
3
1
0
2
0
9

0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
0
3
1
0
1
1
0
1
0
0
0
0
0
4
1
1
0
0
1
0
0
2
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

6
1
1
0
0
4
0
1
0
4
1
1
19
12
2
0
0
0
0
0
3
0
1
1
19
1
0
9
0
0
3
2
2
0
17
2
0
1
0
3
1
0
2
0
9

47
29
184
65
88
44
31
46
34
29
38
35
670
277
124
28
36
32
36
58
59
31
30
34
745
26
51
166
58
25
95
40
35
34
530
39
13
51
18
54
47
35
31
17
305

5
3
0
6
0
0
5
0
21
2
0
4
46
3
0
3
6
3
7
4
0
3
6
0
35
3
2
4
0
3
22
3
0
3
40
2
2
0
1
0
4
0
6
12
27

41
28
183
65
88
40
31
46
35
26
37
34
654
266
122
29
37
32
37
58
56
31
29
33
730
26
52
157
58
26
92
38
35
34
518
37
13
50
18
51
46
35
29
17
296

78.181 87.06719863640 2563573

61.62
86.05
77.38
96.34
71.28
77.38
82.40
78.92
85.98
65.35
71.74
77.47
75.00
86.36
95.42
86.25
93.29
89.37
93.60
76.19
83.00
91.91
71.59
81.52
78.44
67.38
87.87
56.71
70.28
68.76
81.20
100.00
77.79
78.77
86.36
59.03
62.50
81.63
88.20
63.50
77.43
77.30
74.71
74.94

池田
池田くれは
箕面
箕面千里中央
豊中
豊中南
豊中千里
　　　小計
茨木
茨木東
茨木西
千里
千里メイプル
摂津
吹田
吹田江坂
吹田西
高槻
高槻東
高槻西
　　　小計
大東
大東中央
枚方
門真
交野
香里園
くずは
守口
守口イブニング
寝屋川
四條畷
　　　小計
東大阪
東大阪中央
東大阪東
東大阪みどり
東大阪西
大阪柏原
大阪ネクスト
八尾
八尾中央
八尾東
　　　小計

76.77
86.06
79.38
97.47
83.45
86.91
90.59
85.80
94.60
75.29
84.00
88.83
79.76
95.52
97.74
97.44
100.00
93.55
97.64
89.29
91.14
100.00
85.33
92.39
91.42
69.00
100.00
69.78
76.08
75.00
89.74
100.00
86.25
89.54
91.31
77.90
70.45
100.00
92.05
63.50
78.39
81.90
83.50
82.85

80.38
80.45
62.87
70.96
83.13
76.88
77.52
83.81
80.90
80.10
72.37
70.37
76.65
59.54
78.99
80.70
76.51
83.06
77.73
76.56
80.51
76.64
74.30
77.51
76.55
78.21
74.62
74.29
76.66
89.96
68.16
78.66
79.58
76.39
77.39
86.04
71.15
91.60
77.77
80.51
84.57
78.43
77.42
69.00
79.61

89.89
85.05
73.82
81.36
89.22
83.75
100.00
90.48
93.35
96.30
80.27
74.81
86.53
74.96
92.85
85.96
87.03
91.92
87.14
85.22
88.24
77.88
93.33
86.43
86.45
89.74
90.27
85.16
85.74
97.77
91.68
92.66
90.45
87.49
90.11
96.69
80.77
100.00
91.66
84.14
88.56
94.29
78.23
71.00
87.26

3
3
4
5
3
4
5

4
4
4
3
4
4
3
4
3
3
4
4

3
3
4
4
3
3
4
3
4
3
3

4
3
4
4
3
4
4
4
3
4

-1
3
0
0
0
0
-1
1
1
0
0
0
0
2
2
1
0
2
0
0
8
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
1
1
1
0
0
-1
1
1
0
1
5

1
0
0
0
0
0
1
2
0
0
0
0
1
0
0
0
1
1
0
0
3
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
1

0
3
0
0
0
0
0
3
1
0
0
0
1
2
2
1
1
3
0
0
11
0
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
2
1
1
1
0
0
0
1
1
0
1
6

34
35
27
23
42
22
36
219
29
41
25
31
23
33
64
33
49
51
36
21
436
39
28
50
28
38
13
62
42
24
40
5
369
78
24
61
22
29
26
24
57
16
29
366

2
3
3
0
4
2
3
17
2
5
6
0
4
1
11
2
2
6
2
0
41
0
13
2
4
2
0
2
4
4
4
0
35
0
0
4
0
0
2
8
0
0
1
15

35
32
27
23
42
22
37
218
28
41
25
31
23
31
62
32
49
49
36
21
428
39
28
50
28
38
13
62
42
23
40
5
368
77
23
60
22
29
27
23
56
16
28
361

クラブ名 出席率
９月末会員数
全員 女性

７月期
初会員
数

ホームクラブ
出席率

入会
者数
累計

退会
者数
累計

増減

2016年9月度 会員数・出席報告

Ｉ
Ｍ
組

例
会
数

Ｉ
Ｍ
第
１
組

Ｉ
Ｍ
第
２
組

Ｉ
Ｍ
第
３
組

Ｉ
Ｍ
第
４
組

クラブ名 出席率
９月末会員数
全員 女性

７月期
初会員
数

ホームクラブ
出席率

入会
者数
累計

退会
者数
累計

増減

クラブ名 出席率全員 女性
７月期
初会員
数

ホームクラブ
出席率

入会
者数
累計

退会
者数
累計

増減

Ｉ
Ｍ
組

例
会
数

Ｉ
Ｍ
第
５
組

Ｉ
Ｍ
第
６
組

Ｉ
Ｍ
第
７
組

Ｉ
Ｍ
第
８
組

合
計
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文庫通信（349号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約24,000点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承
ります。また、一部資料はホームページでＰＤＦもご利用いただけます。　クラブ事務所にはロータリー文庫の
「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

ロータリー文庫

ロータリー情報

〒105－0011　東京都港区芝公園２－６－15　黒龍芝公園ビル３階
TEL （03）3433－6456　FAX （03）3459－7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後５時　休館：土・日・祝祭日

◎ロータリーは今や末法時代か

◎ロータリーは難しいか？

◎慣例と変革

◎奉仕について

◎Object of Rotaryの解説、私のロータリーに対する考え方

◎あなたはなぜロータリークラブに入会するのか？

◎ロータリークラブにおける会員増強、果たして必要なのでしょうか？

◎ロータリーの正義（Ⅱ）

◎ロータリーの誕生と成長の物語 －ポール・ハリスのロータリー1935年を中心にして

◎ロータリーとは何か

塚原房樹  2016 2p （D.2510月信）

櫻木英一郎  2016 2p （D.2790月信）

櫻木英一郎  2016  1p （D.2790月信）

片岸修次  1998 6p （ロータリーの栞）

野田三郎  2016 2p （私の足跡）

刀根荘兵衛  2016 4p （D.2650月信）

久保田晋平  2016 1p （D.2700月信）

田渕水作夫  2016 66p

穴井元昭  2016 41p

常盤太助  1996 10p （ロータリーの心）

［以上申込先：ロータリー文庫］
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お知らせ

敬  弔　一謹んでご冥福をお祈り申し上げます一
田中 信守 会員 （大阪城東RC）
2016年９月８日逝去 （享年81歳）
会長
米山功労者、ポール・ハリス・フェロー、ベネファクター

2016－2017   　月号　11

●ガバナー事務所への月信に関するご連絡は、ＦＡＸまたはＥ-mail にて
　お願い致します。折り返し、できるだけ早くご連絡致します。
●投稿は原稿（写真付きの場合は一緒に添えて）を掲載月の前々月20日ま
　でに、事務所必着でお送り下さい。原稿はなるべくパソコンでの作成
　をお願い致します。掲載の採否、字数の整理、並びに止むを得ない掲載
　月の変更等につきましては、月信編集委員会にご一任下さい。
●物故会員のご連絡は、専用の用紙にてＦＡＸをお願い致します。

〒541－0052 大阪市中央区安土町1－5－11 トヤマビル東館６階
TEL：06－6264－2660　　FAX：06－6264－2661　　E-mail：gov@ri2660.gr.jp

国際ロータリー 第2660地区

Toyama Bldg. East 6F, 1－5－11 Azuchi-machi, Chuo-ku, Osaka 541－0052 Japan
TEL：＋81－6－6264－2660　　FAX：＋81－6－6264－2661　　E-mail：gov@ri2660.gr.jp

Rotary International District 2660

●事務局スタッフ

※地下鉄堺筋線 堺筋本町 ⑫番出口すぐ

月信編集委員会

2016－17年度 国際ロータリー 第2660地区 

月信編集委員会からのおねがい
●ガバナー
●地区代表幹事
●地区副代表幹事

●担当地区幹事

●事務局員

松本　進也
浜田　　晋
田中　眞人
大野　康裕
田中　　実
小原　楠緒
舩橋美紗子

（大阪北RC）
（大阪北RC）
（大阪北RC）
（大阪北RC）
（大阪北RC）
（大阪北RC）

ガバナー事務所のご案内
トヤマビル東館 本

町
出
口

阪
神
高
速

至
北
浜

至
日
本
橋

堺
筋

地下鉄
堺筋本町駅

セブン
イレブン

り
そ
な
銀
行

本町通り
⑫番出口

ト
ヤ
マ
ビ
ル

ト
ヤ
マ
ビ
ル
中
央
館

旧
ト
ヤ
マ
ビ
ル

ガバナー
地区代表幹事
地区副代表幹事

事務局長
事務局員

松本　 進也
浜田　 　晋
田中　 眞人
大野　 康裕
栗正 　久美
井上 　望美
加茂 　春日
舩橋 美紗子
杉本 亜鶴巳

所在地 〒541－0052  大阪市中央区安土町1－5－11
　　　　　　　　　　　　　  　　トヤマビル東館６階
TEL （06）6264－2660
FAX （06）6264－2661
E-mail  gov@ri2660.gr.jp
ホームページ  http://www.ri2660.gr.jp/
勤務時間  9:30～18:00
休日  土曜、日曜、祝日
　　　年末年始  2016年12月29日㈭～2017年1月4日㈬

ガバナー事務所に会議室（最多36名）を併設しております。詳細はガバナー事務所までお問い合わせください。


